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論　　文　　の　　要　　旨

　物質の基本的構成要素である素粒子の相互作用としては，強い相互作用里電磁相互作用ラ弱い相

互作用，重カ相互作用の四種類が知られている。しかし，これらの四種類の相互作用は独立ではな

く，ワインバーク。サラムの理論によって電磁相互作用と弱い相互作用は統一的に理解されており。

その実験的証拠としてWボゾンの発見などが挙げられる。

　この統一理論にさらに強い相互作用を統一しようとする試みが大統一理論である。大統一理論と

して最初に提案されたものはSU（5）対称性をもつものであった。このSU（5）大統一理論には左右対称性

およびクォーク1レプトンの対称性がない。この二種の対称性をもちヲしかもSU（5）大統一理論を特

別な場合として含むものに、SOQΦ対称性をもつS○（玉Φ大統一理論がある。そのSO（州対称性は低エネ

ルギーでは破れてSU（3）xU（1）対称性になるがヨこの破れ方は一義的ではない。

　強い相互作用と弱い相互作用を統一する大統一理論では，陽子の陽電子への崩壊が可能になる。

この陽子の崩壌の速さといろいろな崩壌様式の分岐比がS○（！⑪対称性の破れ方によって具体的にどう

違うかを詳細に計算したのが彦坂氏の論文である。

　彦坂氏はSO（1O）対称性の破れ方の四種類の可能性を検討した。クォークの混合様式としては二種類

の様式を考えた。また核子と中問子の拡がりに基づく形状因子効果も取り入れた。核子と中問子の

波動関数に対してはヨ正電荷のシグマ超核子の中性子と正電荷のパイ申問子への崩壊の研究で得ら

れた結果を用いた。
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　このように彦坂氏の研究はS○（10）大統一理論における陽子の崩壊の極めて詳細で信頼のおける計算

である。

　第二章においてS○（10）大統一理論の概略争陽子を崩壌させる相互作用害陽子崩壊の遷移行列要素、

クォークの混合様式について議論を行い雪第三章では核子および中聞子の波動関数の値を求めるた

めに用いた超核子の崩壊の分析について詳細に論じている。第四章ではSO（王Φ対称性の四種類の自発

的な破れ方について議論し事そのおのおのにおける超重ゲージ粒子の質量を計算している。第五章

で計算結果を報告し里第六章は討論と結論にあてられている。四種類の破れ方で陽子の平均寿命が

顕著に異なることヨ各種崩壊様式への分岐比もかなり異なることが主要な結論である。世界各地で

進行中の陽子崩壌実験の結果の分析に対する貴重な理論的知見とレ）える。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文ではS○（10）大統一理論のSO（ユ0）対称性の破れを四種類の場合について研究しヨおのおのの場合

における陽子の平均寿命と分岐比を計算した。この際にクォークの二種類の混合様式を考慮しうさ

らに核子と中問子の拡がりによる形状因子効果を取り入れ里極めて詳細な計算を行った。この結果ラ

SO（王O）対称性の四種類の破れに対して平均寿命ヨ分岐比に差のあることが発見された。陽子崩壊の実

験的研究が世界各地で精カ的に進められている現在争この研究結果は重要な情報を提供している。

　よって宙著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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